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【背景・目的】 

近年維持透析患者における L-カルニチン投与の ESA 節減効果が報告されている

が、「どの患者に投与するか？」については依然結論が出ていない。今回我々は、

L-カルニチン静注投与における有効例について検討した。 

 

【対象・方法】 

当院で維持透析中の患者のうち文書で同意が得られた 177 名（CERA99 名、ダル

ベポエチン 50 名、エポエチンアルファ 24 名）に対し、L-カルニチンを毎透析

後に 1000mg 静注投与し、Hb 値を 10-12g/dL に保ち、ESA 投与量が節減された症

例の傾向を検討する。 

 

【結果】 

L-カルニチン投与 6 か月の時点で、評価可能症例は 120 名で、この期間中のそ

れぞれの ESA 製剤が節減できた症例は 41 名（33%）であり、これら有効症例で

は、開始前に高用量 ESA 群・Hb 低値群・TSAT 低値群が有意に多く、高アルブミ

ン群・高リン群において有意ではなかったが多い傾向にあった。年齢・透析歴

に差はなかった。 

 

【考察】 

ESA 節減を期待して L-カルニチン静注投与する場合、上記の結果が参考となる

可能性がある。 

 

 

 

 


